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【2017年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

2

（２）論文

1 共著 保健医療福祉科学vol.7
金さやか、臼倉京子、常盤
文枝、星文彦、張平平、菊
本東陽、藤縄理

2018.4

2 共著
リハビリテーション連携
科学19（1）

臼倉京子、常盤文枝、、張
平平、金さやか、菊本東陽 2018.1（印刷中）

（３）学会発表

1 単著
第33回日本視機能看護
学会、宇都宮市

金さやか 2017.8

2 共著
第76回日本公衆衛生学
会学術集会、鹿児島

延原弘章、本間三恵子、若
林チヒロ、北畠義典、内山
真理、伊藤奏、新村洋未、
山口乃生子、金さやか、野
口有紀、柳川洋

2017.10～11

3 共著
第76回日本公衆衛生学
会学術集会、鹿児島

若林チヒロ、伊藤奏、野口
有紀、延原弘章、本間三恵
子、内山真理、山口乃生
子、北畠義典、新村洋未、
金さやか、柳川洋

2017.10～11

4 共著
第76回日本公衆衛生学
会学術集会、鹿児島

伊藤奏、延原弘章、若林チ
ヒロ、野口有紀、北畠義
典、内山真理、本間三恵
子、新村洋未、山口乃生
子、金さやか、柳川洋

2017.10～11

5 共著
第76回日本公衆衛生学
会学術集会、鹿児島

本間三恵子、延原弘章、若
林チヒロ、北畠義典、内山
真理、伊藤奏、新村洋未、
山口乃生子、金さやか、野
口有紀、柳川洋

2017.10～11

（４）その他

1

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2017.4～2020.3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2017.12

2

（２）演習

1 2017.12

2 2017.11

3 2018.2

地域住民の受動喫煙の実態

中国（北京市），韓国（城南市）、日本（松
本市，越谷市）における喫煙と受動喫煙

喫煙と生活満足度との関連

情報を求める者の属性・主観的健康観お
よび生活満足度：本邦・ハワイの比較

吸入の体験を通して、実践的に呼吸器ケアの手技を学べるよう工夫
した。

成人看護学Ⅳ

角膜移植レシピエントのQOL 評価尺度の開発

成人看護学Ⅲ PBLによる看護過程の学習を支援した。

成人看護学Ⅳ
神経難病・リウマチ疾患患者への看護の理解を促すため、映像教材
を活用するなど工夫を行った。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

成人看護学　眼科看護　慢性疾患看護　高齢者リハビリテーション

看護学修士

慶應義塾大学看護医療学部看護学科卒業
埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科看護学専修修了

2014年東京工科大学助手、2015年埼玉県立大学助教

日本公衆衛生学会、日本看護科学学会、日本看護学教育学会、日本視機能看護学会、リハビリテーション連携学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

個別機能訓練加算（Ⅱ）関係書類からみ
た通所介護における個別機能訓練の
SPDCAサイクル
通所介護における機能訓練指導員が捉
える生活行為を得点とした機能訓練の取
組と課題

看護学生の献眼に関する知識調査

該当なし

競争的資金等の名称

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金
（若手研究B）

成人看護学Ⅳ 食品モデルを使用し栄養管理についての学習を支援した。



（３）実習

1 2017.5～8

2 2017.9

3 2017.8

4 2017.1

（４）論文指導

1

（５）その他

1

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

５．学内運営（委員会委員）

1

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

成人看護学実習Ⅲ

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

埼玉県立大学保健医療福祉科学学会　会計

IPW実習
4年次の学生に対し、対象のケアプラン作成を通じてチーム形成を支
援した。

成人看護学実習Ⅱ 3年次の学生を担当し、慢性疾患患者の臨床実践を支援した

総合実習

3年次の学生が、災害時における看護の役割について学ぶことを支
援した。

4年次の学生を担当し、終末期にある患者の看護実践を支援した


